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令和 7年度 住吉苑拠点 事業計画書 

 

I. 拠点内容 

○ サービス区分 

・ 養護老人ホーム住吉苑 定員 60名  

・ 特定施設入所者生活介護 定員 35名 

・ 住吉訪問介護センター 

・ 住吉定期巡回・随時対応型訪問介護看護センター 

・ 住吉夜間対応型訪問介護センター  

 

II. サービス取り組み 

1. 各サービスの取り組み 

A) 養護老人ホーム住吉苑 

環境的・経済的な理由で在宅生活が困難な高齢者に対し、住まいの提供に加え、自立支援や

社会参加を支える取り組みを行います。セーフティーネットとしての役割を果たしながら、

共同生活の中でその人らしく、いきいきと暮らせる施設を目指します。措置入所施設として

行政と連携し、虐待・DV・地域からの孤立などの複雑化する生活課題に対応するとともに、

単なる介護施設ではない養護老人ホームの価値を発信し、地域交流やボランティアの活用を

通じて福祉施設としての役割を再構築し、地域包括ケアの推進を視野に入れた取り組みを進

めてまいります。 

 

特定施設入居者生活介護（外部サービス利用型特定施設） 

入所者の高齢化に伴い、日常生活全般に介護が必要な状態となった入所者に関しては、介護保

険制度を利用し特定施設入居者生活介護として食事、入浴、排せつ等の身体介護、生活援助を

行います。 

 

◆ 行動指針 

〇 安心で明るく楽しい笑顔ある暮らしを実現します。 

〇 地域における交流の場となるよう努めます。 

〇 質の高い介護サービスの提供を行います。 

 

◆ サービスの取り組み 

➢ 地域における福祉施設としてセーフティーネット機能を発揮し、多様化する入所者
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の生活課題やニーズへの対応などソーシャルワーク機能を生かした活動を行います。 

➢ 介護サービス 

特定施設入所者生活介護サービスの提供。入所者の重度化への対応。介護職員のスキ 

ルアップとして実務者研修資格取得・介護福祉士資格取得費用補助、法人内研修、 

外部研修への参加援助します。 

➢ 医療的ケア 

入所者の高齢化にともなう医療ニーズの増加。主治医との連携、看護職員によりきめ

細やかな健康管理と医療ケアの実施を行います。主治医と連携し看取りケアにも力

を入れていきます。 

➢ その他 

昨年より再開しているイベント各種を、さらに増やしてレクリエーションやクラブ

活動、遠足や外食など外出行事等を行い、入居者の生きがいつくりを行います。神戸

シニアポイントなどボランティアの積極活用をします。 

 

◆ 今年度の重点取組 

1）稼働率の確保 

全国的に養護老人ホームへの措置件数の減少の中、神戸市内の養護老人ホームでも稼働率

の低下、空床期間が長期化する等の状況が見られます。単なる高齢者施設ではないセーフ

ティーネットとしての価値ある養護老人ホームのあり方、特にソーシャルワーク機能強化

し様々な個別課題への対応力を強化します。また、措置対象外の方も入所できる仕組みと

しての契約入所を一部開始し空床対策としながら新たな入所施設としての価値を発信しま

す。 

2）業務効率化  

一昨年に導入しました ICT 機器をさらに活用した業務効率化と介護職員の業務負担の軽減

に取り組みます。 

      3）災害時対応力の強化  

        大規模災害への備えとして災害 BCP（事業継続計画）に基づいた訓練や研修の実施、福祉 

        避難所としての機能、体制の整備を強化します。 

 

【行事予定】        

4月  お花見 

5月  しょうぶ湯  

6月  外食イベント 

7月  納涼会 ビアホールイベント 

8月 夏祭り 

9月  敬老会 

10月 ハロウィーンパーティー 

11月 秋の遠足 
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12月 クリスマス会 ゆず湯 

1月 新年祝賀会 獅子舞  

2月 節分 

3月 梅見 

 

B) 住吉訪問介護センター 

◆ 行動指針 

〇 住み慣れた自宅でその人らしい暮らしを支援します。 

〇 常に温かみを持って利用者に寄り添う介護を実践します。 

〇 適切な介護技術を持って、質の高い介護サービスの提供を行います。 

 

◆ サービスの取り組み 

要支援・要介護状態にある利用者に対し、居宅介護サービス計画に添って可能な限りその

居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活が営めるように支援します。研修

計画に添って職員研修を実施し職員の介護技術の向上や必要な資質の向上を行い、サー

ビスの質の向上を目指します。 

 

◆ 今年度の重点取組 

訪問介護員スタッフの確保  

要介護状態となっても住み慣れた自宅での生活の継続を支える大切なサービスであるこ

とを念頭に事業の継続を図るため、採用活動に力を入れ職員の確保に努め必要な知識と

技術の向上に努めます。 

 

C) 住吉定期巡回・随時対応型訪問介護看護センター 

夜間対応型訪問介護センター  

◆ 行動指針 

〇 住み慣れた自宅で安心して尊厳を持って暮らせるように支援します。 

〇 医療と介護の連携を強化し、適切な介護技術を持って利用者の心身機能の維持向上

をめざします。 

〇 地域においてなくてはならない介護サービス、地域資源としての確立をめざします。 

 

◆ サービスの取り組み 

要介護状態になった場合においても、その利用者が尊厳を持って可能な限りその居宅に

おいて生活が営めるように定期的な巡回訪問、随時対応によりその居宅を訪問し心身機

能の維持回復をめざします。サービスの質向上に向けて定期的な評価を行い、その改善を

図ります。 

 

◆ 今年度の重点取組  
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        24 時間在宅生活を支える重要なサービスであることを念頭に、必要な知識と技術の向上 

に努めます。また、連携先の訪問看護ステーションや関係機関との協力体制を強化し、緊 

密な情報共有を図ることで、より質の高い支援を目指します。さらに、住吉訪問介護セン 

ターとの一体運営を推進し、スマケアシステムなどの ICT を活用することで、業務の効 

率化とサービスの充実を図ります。 

         

2. 拠点リスクマネジメント体制 

  安全管理対策委員会を中心として不適切ケアは権利擁護委員会にてヒヤリハット・事故報告 

      書は適時、職員会議、ミーティングで検証します。感染症防止、事故防止研修、高齢者虐待防 

      止研修により職員教育を実施します。 

また職員のストレスケアのために臨床心理士による定期相談、メンタルヘルス研修の実施を 

行います。職場におけるハラスメント対策として、相談窓口の設置、研修等を実施します。 

 

III. 職員体制・教育 

1. 職員配置及び人件費 

A) 養護老人ホーム住吉苑 

◆ 施設長 1名・生活相談員 1名・管理栄養士 1名・看護職員 2名・介護職員 15名・

事務員 3名 

◆ 別紙予算案参照 

B) 住吉訪問介護センター 

◆ 管理者 1名・サービス提供責任者 2名・訪問介護員（登録含）9人 

◆ 別紙予算案参照 

C) 住吉定期巡回型・随時対応型訪問介護看護センター 

住吉夜間対応型訪問介護センター 

◆ 管理者 1名・計画作成責任者 2名巡回訪問・随時対応・オペレーター職員 5名 

◆ 別紙予算案参照 

 

2. 職員確保対策 

    新卒、中途に関わらず常時職員の募集を行います。ホームページ他インターネット媒体やハロー

ワークでの採用活動を強化します。必要に応じて紹介派遣なども活用しながら採用力を強化しま

す。 

 

3. 職員定着率向上対策 

    目標管理制度の充実、定期的な上司との面談によりコミュニケーションの円滑化を図ります。ス

トレスチェック、臨床心理士による面談など職員のストレスケアにも取り組みます。 

 

4. 職員教育 
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研修計画に基づく研修を実施します。実務従事者研修の資格取得費用補助制度を活用してもらい

ます。介護福祉士、介護支援専門員の受験対策講座を実施します。外部研修への積極的な参加を推

進し、受講費用の補助により、人材育成に力を入れます。  

 

IV. 会議・委員会等 

1. 会議 

・ 定例会・職員会議 ・処遇会議・給食会議（養護）・医療と介護連携推進会議（定期巡回） 

 

2. 委員会 

・ 安全管理対策委員会・事故防止検討委員会・感染症対策委員会 

・ 権利擁護委員会・衛生委員会・災害対策委員会  

 

V. 防災計画 

    消防計画に基づき、年２回職員入所者参加の避難・誘導・消火訓練を行います。年 1 回、防災訓練

を実施する。浸水 50cm のエリアであることから浸水時の訓練を実施する。毎月の災害対策委員会

にてマニュアルや訓練内容の検討を行う。大規模災害及び感染症発生に対する BCP の策定に伴い

訓練の実施、研修を行います。 

 

VI. 事業収支計画 

A) 養護老人ホーム住吉苑 

養護老人ホーム入所者常時 60名を目指し、稼働率 95％以上を目指します。 

特定施設入所者生活介護35人利用者の確保により介護報酬による運営の安定化を目指します。 

B) 住吉訪問介護センター 

要支援・要介護利用者併せて 常時 35件を目指します。 

C) 住吉定期巡回型・随時対応型訪問介護看護センター 

住吉夜間対応型訪問介護センター 

要介護利用者常時 20 件を目指し、運営の安定化を図ります。委託事業所とも連携し、業務の 

効率化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 


